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1
. はじめに

三 重大学で は ､ 今 か ら8 年前 の 9 4 年にキャ ン パ ス 情報ネ

ットワ
ー

クが整備され て 以 来, 情報処理 セ ン タ ー

に よる常時

接続 の 快適なネットワ
ー ク環境下 で 電子メ

ー ル や W e b また

はN e t n e w s などの サ ー

ビ ス が 提供され てきた
｡ 今や これら

の サ ー ビ ス なしに は
､ 普段 の 仕事が 成立 しな い の で は な い

かと思われるほ ど
,
研究と教育の イン フ ラとして 重要なもの と

なっ て い る
o

工 学部技術部ネットワ
ー クグル ー プ で は

､
これまで 電子メ

ー ル によるコ ミ ュ ニ ケ
ー

ショ ン とホ
ー

ム ペ ー ジ 上 で の 情報発

信と共有または 蓄積を行 っ てきた｡ しか し､ 管理 するサ
ー バ

とP C
､
セ キ ュ リティ清朝などの 増加 にともない 迅速 で連携あ

る情報 に基づく作業が 不 可欠となっ て お り
､ 従来の メ

ー

ル と

ホ
ー

ム ペ ー ジ による方法で は 機能的 に不 十分とな っ て き

た
o

そこ で
､
こ れらの 観点から優れた機能性を有す ると思わ

れ るグル
ー プ ウエ ア を約半年 にわ た っ て 運 用 した 結果､

当

初 の 想像以 上 の 利便性が 得られた の で 報告するo

2 . グル ー プウエ ア

グ ル
ー プウエ ア は

,
ネットワ

ー

ク 上 に グル ー プ 内の コ ミュ

ニ ケ ー

シ ョ ン と情報の 共有を計り多種 の サ ー ビ スを実現す

るソフ トウェ ア また は シ ス テ ム である
o

グル
ー プウエ ア を , 規模と構成､

サ ー

ビ ス
､ 機能 ､ 種類 の

観点から説明する｡

E 規模と構成7

グ ル ー プウエ ア は ､ す で にイン タ ー

ネットやイン トラネット

で 広く利用されて おり
､ その イメ ー ジを図1 に示 す｡

これ まで

は ､ おもにイントラネットに代表される企業内ネットワ
ー クな

ど比 較的規模の 大きい シ ス テム で 運用され て きたo

しか し
､
近年 の インタ ー ネットの 普及 とハ

ー ドウェ ア の 高

性能 ･ 低価格化やL in u x に代表されるソフトウェ ア の 進展に

ともない 中小 規模か つ 低予算で の 構成が 可能となり多くの

製品 がリリ ー スされて い る
｡
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園1 インタ
ー

ネッ トやイントラネットで

広く利用されるグル
ー プウエ ア

【サ ー ビス
､ 機能】

グ ル
ー プウエ ア の おもな機能をコ ミュ ニ ケ

ー

シ ョ ン
､
グル

ー プ 意志決定支援 ､ デ
ー

タベ ー

ス
､ 共有仮想環境､

ビ ジネ

ス プ ロ セ ス ･ 管理 に 大別 しそれ ぞれ に盲亥当するサ ー ビ ス を

表1 に 示 す
o
El 頃行 っ て い るオ フィス ワ

ー クや研究室内で の

仕事内容 で
､ 特 に協調作業が 必要なケ ー ス で は

,
必 ず当

て は まる項目 があると思わ れる｡

表1 グ ル ープウ エ ア の也能とサ
ー ビス

機能 サ
ー ビス

コ ミ ュ ニ ケ ー

ショ ン w e b メ
ー ル

､ 個別連絡メ モ

グル ー プ 意志 . 決定支援 掲 示板 , 回 覧版

デ
ー タ ベ ー

ス ドキ ュ メントデ ー タベ ー ス
,
資料集 ､

ア ドレ ス ブ ック
,
T i p s

,
Q & A

共 有仮想環境 電子会議室 ､
ホ ワイトボ ー ド

ビ ジネス プ ロ セ ス . 管理
日 . 週 報管理

､
ワ

ー

クフ ロ
ー

管理
､
P R J 進捗管理

､
ス ケ ジ ュ

ー

ル 管理
､

出勤管理 施設予 約
, 個人 情報管理

､ 取引先. 担当者情報 ､
当番表
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【種類】

企業内イン トラネットなど大規模な ユ ー ザ･ 用途向けに

開発され て い る ロ ー タス の ノ ー ツ/ ドミノや マ イクロ ソフト

E x c h a n g e S e Ⅳ e r をプラットフォ
ー

ムとする製品 に加え, 小規

模か つ 低予算で の 構成を可能とする特徴 からシ ェ ア を拡大

して いるサイボウズなど中小 ベ ンダ ー の 製品も多くリリ ー スさ

れて い る｡ 従来､ グル ー プウエ ア は
､
それぞれ に専用 の ユ

ー ザイン タ ー

フ ェ
ー ス が機種またはO S 別 に開発されて い た

が
､ 最近で は

､
そ の 利便性か らW e b ブ ラウザを利用するも

の が 主流となっ てきた
｡ また ､ サ ー ビス の 利用もイン タ ー

ネッ

トからア クセス 可能で携帯電話や モ バ イル 端末 - の サ
ー

ビ

スも充実して い る
｡
三 重大学でも運用が 始まっ た物品請求/

予算執行検索 システ ム や携帯電話からもア クセ スが 可能な

学生向けイン フ ォメ ー

シ ョン などもW e bとデ ー タベ ー ス の 機

能を統合したグル
ー プウエ ア 的なサ ー ビス で ある

｡

3 . S k y B o a r d

S k y B o a r d は
､
T o p M a n a g e m e n t S e Ⅳi c e

,
I n c が 開発し

たW e b 対応の グル
ー プウエ ア である｡ T C P/ I P ベ ー ス の ネッ

トワ
ー ク上 で動作しグル ー プウエ ア の 標準機能を備えて い

る｡
クライア ントは ブラウザを使用するた め比 較的操作が 容

易なうえに シ ステ ム 管理 者 の 負担も軽 い
｡
サ ー バ 機器 は ､

ハ
ー ドウェ ア 選択の 自由度が高く､ 低ス ペ ッ クの 旧 型p c で

も動作可能である｡

全て の パ ッケ
ー ジは 無償で 配布され

､
動作するO S 自身

と機能を分担 ･ 連携する全ての ソフトウェ ア が オ ー プ ンソ
ー

ス で構成可能で あり､ 改変後 の 再配布も認め るライ セ ン ス

形態をとる｡ 全て の ソ
ー ス コ ー ドとデ ー タベ ー ス構造が公 開

されてい るの で
､

ユ ー ザ が使用目的 に応 じて自由に改変す

ることも容易で ある
｡

技術的なサポ ー

トやカス タ マ イズ は ､ 開発 元 である T o p

M a n a g e m e n t S e Ⅳi c e
,
I n c により有償 でサポ ー トされて いるが

､

ユ
ー

ザによるメ ー リン グリストも開設され てお り技術的な情報

も豊富 である｡

以 下にS k y B o a r d の 構成 ､ 動作 の 仕組 み ､ 環境構築と

インスト ー

ル
､ 運用メリット, 機能と利用方法を説明する｡

【構成】

おもなソフトウェ ア は ､
W e b サ

ー バ にA p a c h e
､ デ

ー

タ ベ

ー ス にP o s t g r e S Q L
､
W e b 用の プ ロ グラミン グスクリプト言

語としてP H P
､
グラフ ィッ クツ

ー

ル の G D , 日本語形態素解

析 の 茶笑を用い る｡ 動作するO S は ､ R e d b a t L i n u x と

F r e e B S D 上 で の 動作 が検証され て い るが
､ 先 の ソフトウ

ェ ア の 動作が可能で あれ ば商用U N I X などでも動作可能

である｡ 今回
､
私達 は他 の サ ー バ で の 運用実績 がある

T u rb o L i n u x S e r v e r 6 . 5 (k e r n el v e r si o n 2 .2 . 1 8- 1 0) と

P C をプラットフォ
ー

ムとして構築した
｡

【動作の 仕組 み】

S k y B o a r d の プ ログラム は ､ H T M L 文中にP H P と

J a v a S c ri p t で 記述されて い る
｡

ユ
ー ザ の 選択 に従 っ て行わ

れるデ ー タ ベ ー ス - の ア クセ ス などS k y B o a r d の 大半 の

動作がプ ロ グラミン グされて い るP H P の ス クリプトは ､

W e b S e rv e r の A p a c h e にD S O ( D yn am i c S h a r e d O bj e c t)

として 動的 に組み込 まれたP H P モ ジ ュ
ー ル により解釈 ､ 実

行される
｡
また

､
おも に ユ

ー ザイン タ ー

フ ェ
ー

ス機能を受け

持 つ J a v a S c ri p t は
､

ユ
ー

ザ の 選択 に従 っ て送出され たス

クリプトがブ ラウザ内で解釈､ 実行されるo

S k y B o a r d の 構成と動作 の 仕組 み を簡略化 したイメ ー

ジを図2 に示す｡ まず､ ①ユ
ー

ザが W e b ブラウザより

S k y B o a r d にア クセ ス
､

つ まり W e b サ ー バ に H T T P 接続要

求を行うと
, ②A p a c h e が 要求の あっ た H T M L コ ン テン ツを

呼 び 出し
､ ③内部 に記述されたス クリプトがP H P により解

析 ･ 実行される｡ デ
ー タ ベ ー

ス - の ア クセ ス が必要な場合は
､

④p H P の P o s t g r e S Q L 関数 によりS Q L 文 による問い 合わ

せ が行われる｡ ⑤p o s t g r e s Q L は デ ー タ ベ ー ス - の アクセ

ス 処 理を行 い 結果を返す
｡ ⑥再度

､
p H P からS Q L 文 による

問 い 合わ せ を行 い
､ 検索結果を得 て ⑦ p H P が 結果 を

H T M L 化 し W e b ブラウザに 返送する｡

こ の ような動的 コ ン テ ン ツを生成す る方法として は ､ これ

まで P e rl で記述され たC G I( C o m m o n G a t e w a y l n t e ぬ c e) が

広く利用されてきた
｡
S k y B o a r d が記述され てい るP H P は

､

これと比較すると①処理 ごとにプ ロ セ スを生成 せず

A p a c b e の モ ジ ュ
ー ルとして組 み 込 まれ るの で サ

ー バ 側 の

負荷が 比 較的軽 い ②商用､
フリ

ー

を問わず大半の デ
ー

タ

ベ ー ス に対応 したイン タ ー

フ ェ
ー ス と豊富な関数群を標準

で 備えプ ログラミン グが 比 較的簡単 ③デ バ ッグとセ キ ュリ

ティ面で扱 い やす い などの メリットを持 つ
｡

-
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図 2 . S k y B o a rd の構成と動作の仕組み

【環境構築とイン スト ー ル】

プ ラットフ ォ
ー ム は

､
P C にT u r b o L i n u x S e r v e r 6 . 5

( k e m e】 v e r s i o n 2 . 2 . 1 8- 1 O ) をイン ス ト ー ル したもの を用 い た
｡

そ こにS k y B o a r d 本 体と動作に 必 要 なソフトウ ェ ア
.

P H P
､
P o s t g r e S Q L

､
A p a c h e をイン ス ト ー ル する｡

ディスト

リビ ュ
ー

ショ ンが 提供するR P M ( R e d H a t P a c k a g e

M a n a g e r) 形式は
,

フ ァイル 位置が オリジナ ル のもの と異なる

事があり
､ 連携して 動作が 必要な構成で はトラブ ル を起こす

事例も多 々 見られ るの で
､ 全て ソ

ー

ス フ ァイ ル からコ ン パ イ

ル しイン ス ト
ー ル と動作設定を行 っ たQ 以下にそれぞれ の イ

ン ス ト
ー

ル と設定事項 , 起動手順を示 す｡

1 . P o s t g r e S Q L の イン スト
ー

ル

P o s t g r e S Q L の 管理 者 ユ ー ザア カウントと所属グ ル ー プをともに｢
p o s t g r e 5 ｣ という名前で 作成

# g r o u p a d d p o s t g r e s

# u s 8 r a d d p o s t g r e s
-

g p o s t g r e s
-

d /h o m e / p o s t u e s

P o s tg r e S Q L の 実行フ ァイル を置くディレ クトリを作成

# r n k dir / u s r/E o c al / p g s ql

# c h o w n p o s t g r e s . p o s t g r e s / u s r/E o c a V p g s ql

c o n 8 g ll T e ス クリプトを使 っ て 環境 に 合わ せ た設定

S./ c o r rfi g u r e
-

e n a b l e
-

m u Ttib yt e = モU C
_
J P

コ ン パ イル
､
イン スト ー ル

‡m a k e all

‡ m a k t) in s t a ll

P o s t g T e S Q L を動作させ るため に
､ p o s t g r e s ユ

ー ザの 環境変数を設 定

. b a s h
_
p r o fil e に次 の設定を追加

e x p a rt P A T H =

"

‡P A T H
"

:/ u s r/l o c a V p g s qI/ bi n

8 X P a rt P O S T G R E S
_
H O M E = / u s r /l o c aI/ p g s qr

e x p o r t P G U B = S P O S T G R E S
ー
H 0 M E / Iib

e x p o r t P G D A T A 司P O S T G R E S
_
H O M E / d a t a

e x p o rt M A N P A T H =

′ ′

‡M A N P A T H
` ′

:‡P O S T G R E S
ー
H O N E / m a n

8 X P O rt L D
_
U B R A FI Y P A T H =

"

$l D
_
u B R A R Y

_
P A T H

"

:

"

‡P G U B
′′

‡s o u r c e ,b a s h J〉r O fll8

デ ー

タ ベ ー ス の 初期化

‡in 托db

P o s tg r e S Q L の デ
ー

モ ン プ ロ セ ス
､ p D S t m a S t e r を起動

S p o s t m a s t e r
- S - i -

o
I

- F
'
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A p a c h e の 実行 ユ ー ザである n o b o d y を､
P o s t g r e S Q L ユ

ー

ザとして登録

S c r e a t e u s e r n o b o d y

2 . S k y B o a rd の イン スト
ー

ル

ダウン ロ
ー ドした S k y B o a r d の ソ

ー

スフ ァイル を / u s r/l o c al/ 5 r C に展開

# t a r ヱX f / u s r/l o c a l/ s r c / s k y b o a rd
-

2 .0 .t a r .g ヱ

p o st g r e s
ユ ー ザ権限で p o s t g r e s . s h を実行｡

この 時 に P o s t g r e S Q L が 起動して いないと エ ラ ー になるQ

# s u
-

p o s t g r e s

‡ c d / u s r/l o c al/ s r c / s k yb o a r d

‡ノp o st g r e s . s h

3 . A p a ch e の イン スト
ー

ル

A p a c h e の ソ
ー ス フ ァイル を ハ

ー ドディスクの/ u s r/l o c al/ s r c ディレクトリに展開

# c d / u s r/l o c a l/ s r c

# t a r z x f / m n t / c d r o m / s o u r c e s / a p a ch e
_
1 .3 .1 2 .t a r . g z

c o n且g u r e スクリプトの D S O を有効にする設定

# c d / u s r/[ o c a V s r c / a p a c h e
_
1 .3 .1 2

# O P T[ M =

"

-

0 2
"

./ c o n fi g u r e
- 1

e n a b l e
-

m o d u l e = s o

A p a c h e の コ ン パイル
,
インス ト ー

ル

# m a k e

# m a k e i n s t a lI

4 . P H P の イン スト
ー

ル

c o n月g u r e スクリプトで コ ン パ イル の 設定

# ･/ c o n fig u r e
- t

e n a b l e
-

i1 8 n
-

e n a b J e ¶ b r e g e x
- 1

e n a bl e
一 打a c k -

v a r s w h h
-

p g s ql
= / u s r/一o c al/ p g s qJ

1 -

W it h
-

a p a c h e = / u s r /[ o c a V a p a c h e
- 1

W ith
-

a p x s
= / u s r/lo c a l/ a p a c h e /b i n / a p x s

- 1

W it h
-

g d
= / u s r/L o c a l

- -

w ith
-

i m a p = / u s r/) o c a l

コ ン パ イル してイン スト ー

ル

# m a k e

# m a k e i n s t all

P H P の 設定フ ァイル を作成

# c p ph p 3 .i n i
-

d is t / u s r/I o c a l/Jib / p h p 3 .in i

5 . A p a ch e の 設定

1ib p q( P o 5 t g r e S Q L ア クセ ス の た めの ライブ ラリ) をロ ー ドするよう設定

L o a d M o d u暮e p h p 3 _
m o d ul e lib e x e c /Iib p h p 3 . s o

L o a d F il e / u s r/l o c a V p g s ql/lib /lib p q .s o

L o a d M o d u l e ph p3 _
m o d u l e lib e x e c /lib p h p 3 .s o

P H P の M I M E タイプを宣言して いる次の 行 の コ メントを外す

# A d d T y p e a p pli c a ti o n / x
-

h tt p d
-

p h p 3 . p h p 3

# A d d T y p e a p pli c a ti o n / x
-

h tt p d
-

p h p 3
-

s o u r c e . p h p s

I

A d d T y p e a p plic a ti o n / x
-

h t t pd
-

p h p 3 .p h p 3

A d d T y p e a p pli c a ti o n / x
-

h tt p d
-

p h p 3
1

S O u r C e .P h p s

Di r e c t o ⅣI n d e x を設定

Di r e c t o r y[ n d e x i n d e x .h t m J

I

D i r e c t o r yl n d e x i n d e x .h t m l i n d e x . p h p3

6 . サ
ー バ の 起動

P o s t g r e S Q L の 起動

# s u
-

p o s t g r e s

‡p o s t m a s t e r
- S - i

A p a c h e の 起動

# / u s r/l o c a l/ a p a c h e / b i n / a p a c h e c tJ s t a r
,

t
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【機能と利用方法】

s k y B o a r d に は 中小規模 の オ フ ィス ワ
ー

クに必要な

2 5 の 機能が 用意され て い る｡ 表1 に 示した機能とサ
ー ビ

ス の 全て を備 えて おり､ そ の トッ プ 画 面を図3 に 示 す｡
こ

れ らの サ ー ビ ス の 中でも､ ネットワ
ー

クグ ル
ー プ の 使用形

態に合敦し活用して いるサ ー ビ スと機能を表2 に示 す
｡
ま

た ､ 現在は有効な利用 が行わ れて い な い が
､ 将来また は

､

他 の 利用形態で は直ぐに でも実用 が 可能と思われるワ
ー

クフ ロ
ー

,
プ ロ ジェ クト進捗管理 ､ 施設予 約 , 当番表 ､ 取

引先
･ 担当者情報

.
ア ドレ ス ブ ックなど多くの 機能 が備 え

られ て い るの で
､
今後有効な活用法を検証 する｡
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国3 グル ー プウエ ア｢ S k y B o a r d ｣ のトップ画面

表2 ネットワ
ー

クグル
ー プで使用して いるサ

ー

ビスと様態

サ ー ビス ;つ三
; ネッ トワ

ー

クグ ル
ー

プでの 利用方法

ポータル 画面

予定 ､ 連絡事項( 電話連絡 ､ 回 覧板 の 有 ロ グイン 暗 にグ ル
ー プ の 予定と連絡 , 回覧を

無) の 表示､
ス ケジ ュ

-

ル 入 力 ､ 在席の 変更 確認する. こ の 画面 で 全 て の 連結 ､
ス ケ ジ ユ

が可能o

- ル が確認で きる
Q

連絡メモ 個人宛 の 連絡メモ 機能
ワ

残す必 要 の ない 連絡 に使用D

掲示板

内容別に 項目を分類 できる掲示板穐能o 書 自分 の 担当機 に 関する出来事 ､ 作業を記録

き込 み は
,
5 階層 まで で

､

ス レ ッドの 展開と し全員 で チ ェ ッ クする
o
企画や セ キ ュ リテ ィ情

表示期間が設定 で きるb 報などテ
ー

マ 別 に 記録するo

資料集
テ ー

マ ごとに フ ァ イル の ア ッ プ ロ
ー

ドが でき 作美手順書 , 報告書 ､
プ レ ゼ ン 資料などの 保

るD 存に 使用
G

回覧板 メン バ ー 全員に確認 が可能な回 覧o
必 ず全員の 確認 が必 要なもの に 使用

o

ホワ イトボ ー ド
メン バ ー の 在席状況と数行の メッ セ

ー

ジが 作業や対応 が 可 能な時 に在席とするo 簡単

書き込 める
o

なメッ セ
ー ジ記録用

o

ス ケジュ ール
個人また は 全体の ス ケ ジ ュ

ー

′レ管 理 o それ

ぞ れ に 公 開､
非公 開も設定 可能

Q

個人とグ′レ - プ の 作業予 定を記録.

出勤予定
出勤予 定 が書き込 める. 他 の メ ン バ ー

から ス ケジ ュ
ー

ル 調整時 に個人 の 出勤 予 定を確

の 閲覧も可 能
o

話す る
○

Q & A
,
Ti p s

分 か らな い こと の 質問とメ モ して お きた い 事 Q & A は ､ 疑問や気 になつ た ことなど, あまり

を記録 できる
o

W e b ブラウザがあれ ぱ
､
出 先 急が な い 質問用

o

か らでも参照できるo T i p s は ､ おもに自分自身のメモ 用ロ
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【運用の メリット】

ネットワ
ー クグル

ー プ で は ､ 平成1 3 年7 月 からにS k y

B o a rd を導入 し運用を始め た が､ それまで はメ ー ル とW e b

ホ ー ム ペ ー ジで 情報を交換
､
共有して い た

｡
メ ー

ル は
､ 作

業連絡や セキ ュ リテ ィ情報などの 連絡用 に使 っ て い た が
､

多い 時 には 週に数十通 になることもあり個人で 別 々 に整理 ､

保存する方法で は 自分 の 担当機以外の 事や古い 出来事な

どで連携して迅速 に対応出来ない 事が 多々 発生するように

なっ た
｡
S k y B o a r d の 運用を始め てからは

､
メ ー

ル を全く使

わなくなり､ その 代用として表2 に紹介した サ
ー

ビ スを利用し

てい る｡ 以下に ､ 実際の 運用 で感じたメリットをあげる｡

1 . 情報内容別 に スレ ッド展開とデ ー タ ベ ー ス 化 による共

有, 蓄積ができる
｡

2 . 他の P C や学内の 出先などW e b に接続さえで きれ ば

全ての サ
ー

ビス が利用できる｡

3 . メン バ ー

の 出勤予定と在席または 対応可能か どうか が

分か る
｡

4 .
スケジ ュ

ー ル調整 が簡単o

5 . メ ー

ル や回覧で 流すほ どの 事 でなくても｢メモ
､ 連絡｣

が容易に書き込 める｡

6 .
ファ イル が ア ッ プ ロ ー ドできるの で共有フ ァイル の 管 理

が簡単｡

7 . 今後の ｢ W e b デ ー タベ ー スア プリケ ー

シ ョン｣ 開発 の 技

術習得 に最適な学習素材 ｡

4 . 今後の予定と計画

現在は ､
S k y B o a r d の 仕組み を理 解するた め にプロ グ

ラムとデ ー タベ ー ス構造 の 解析を行 っ てい るの でカ ス タマ イ

ズせ ず にオリジナ ル の まま使用して いる
｡
今後

,
早急 にプ ロ

グラム本体 の 解析とP H P
､
P o s t g r e S Q L

,
A p a c h e の 理 解

を深め ､ 組織 に合 わせ て 自由に機能をカ ス タ マ イズできる

よう学習を行うとともにグル
ー プ 全体の スキ ル を高め て行く｡

また
､
これまで の 運用 で は幸 い にも大きなトラブ ル が発生 し

なか っ たが
､
より信頼性 の 高 い 運用を目指 して ､

セ キ ュ リテ

ィ機能とデ ー タの バ ッ クア ッ プ 体制また はメンテ ナ ン ス 技術

を強化できるように技術的知見と体制を確 立 する
｡

今後は
,
学内の 講座や専攻など約3 0 名規模 の 単位で研

究
､ 教育などオ フィス ワ

ー クを行 っ てい るグル
ー プ を想定し

たP C とネットワ
ー ク環境 に つ い て

､ 今回紹介 したグル ー プ

ウエ ア や W e b サ
ー バ

､
フ ァイ ル サ ー バ

､
プリン タ ー サ ー バ

,

W i n d o w sと M a c i n t o 5 h の フ ァイル 共有などの モデ ル を提案

する計画で ある
｡

5 . 皇室逆

今回紹介 したグル
ー プウエ ア は ､ 現在 の ネットワ ー ク利

用サ
ー

ビ ス の 中でも､
ごく普通 に利用されて い るもの であり､

常時接続回線 が 以前か ら整備され て い る環境 にある技術

者 にとっ て は
､
そ の 利用 が むしろ遅すぎる感が 否め ない が

､

今後当然の ツ
ー

ルとして有効 に利用す べ きもの である｡

また
､
S k y B o a r d は ､ 現在の 技術部の ように居室が分散

して い る状況で の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョンと情報共有､ 協調作業

やグル ー プ の 意志決定支援 ､ 多くの ビ ジネス プ ロ セ スなど

で優れた機能性を有するの で早期 の 導入 を行い た い
｡
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